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1  1ま じめ に

コ ン とカ リは 山形 県 庄 内 地 域 に お け る平 成

17年 度 の 水稲 品 種 作 付 け順 位 が 第 3位 で近 年

増 カロ傾 向 に あ り,今 後 も増 加 が 続 く と見 込 ま

れ て い る。 しか し,倒 伏 しや す い た め収 穫 作

業 の 能 率 が 低 下 す る とい う栽 培 上 の 問 題 と ,

生 産 地 区 に よ り穂 肥 対 応 が 異 な る た め ,コ シ

ヒカ リの 玄 米 タ ンパ ク含 有 率 が 不 均 一 に な る

とい う食 味 上 の 問題 を抱 え て い る。 これ ま で

は 主 に倒 伏 診 断 に よ り穂 肥 の施 用 を 決 定 す る

こ とが 検 討 され て き た 1)。
本 報 で は 玄 米 タ ン

パ ク含 有 率 に 着 日 して庄 内 地 域 に お け る穂 肥

対 応 と倒 伏 診 断 技 術 を検 討 した。

2 試 験 方 法

試 験 年 次 :2004年 ～ 2005年 ,供 試 ほ場 :庄

内 支場 CEC18-22cmol.kg~1,基 月巴 N: 0-6gm~2,

移 植 期 :5/2～ 5/18,穂 肥 N:0,1 5 gm2出 穂

期 :8/11～ 8/15,調 査 項 目 :生 育 調 査 ,成 熟

期 調 査 ,玄 米 タ ンパ ク含 有 率 :ク ル ダー ル 分

析

目標 とす る稲 の 姿 は庄 内地 域 の コ シ ヒカ リ

基 本 指 標 と した 。 基 本 指 標 は 以 下 の とお りで

あ る (網 日幅 1 9mmで 調 製 )。

整粒  1穂 ポ当 り 千粒重   精玄米粒数
歩合 (%)籾数  籾数   g    歩合 (%)

80    70   30000   22 5          80

得長  穂長  穂数  収量   玄米 タンパ ク
~

om  cm  /ポ   gm 2 含有率 (db%)
88  18  430  540   70以 下

倒 伏 診 断 時 期 は 115葉 期 (7月 20日 頃 )と

した。

3 試 験 結 果 及 び考 察

1)玄 米 タ ンパ ク含 有 率 か ら見 た穂 肥 時 期

穂 肥 時 期 と玄 米 タ ンパ ク含 有 率 の 関 係 をみ

る と,出 穂 前 10日 以 降 に な る と玄米 タ ンパ ク

含 有 率 が 70%を 超 え る (図 1)。 また ,出 穂 前

18日 以 前 で は倒 伏 の 危 険 が 高 ま る (デ ー タ省

略 )。 以 上 か ら穂 肥 の 適 期 は 出穂 前 18～ 15日

と し,倒 伏 診 断 は この範 囲 内 で検 討 した。
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図 1 穂 肥 時 期 と玄 米 タ ン パ ク含 有 率 の 関係

2)倒 伏 診 断           (2005年
)

(1)得 長 と倒 伏

稗 長 が 90c mを 超 え る と倒 伏 程 度 25以 上

が 多 く な り,94cm以 上 で は 完 全 倒 伏 す る 区 が

見 られ る (図 2)。 よ っ て ,倒 伏 面 か らみ て 稗

長 90c mが 安 定 栽 培 の 境 界 線 と 考 え られ る。

(2)診 断 法

草 丈 と倒 伏 と の 関 係 を 見 る と ,草 丈 71cm以

下 で は 25以 下が 大 半 を 占 め ,72～ 75cmで は

26以 上 が 多 く な る。 76cm以 上 に な る と大 半

が 26以 上 と な つ た (図 3)。 同 様 に 葉 色 (SPAD

値 )と の 関 係 を み た と こ ろ ,葉 色 33以 下 で は

25以 下 が 大 半 を 占 め ,34～ 37で は 26以 上 が

多 く な り,38以 上 に な る と大 半 が 26以 上 と な

つ た (図 4)。
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図2 得長 と倒伏 の関係 (2004,2005年 )

H5葉期 (7月 20日 頃)の 草丈 (cm)

図3診断時期の草丈 と稗長 (2004,2005年 )

115葉 期の葉色 (SPAD)

図4診断時期の葉色と梓長 (2004,2005年 )

一 方 ,茎 数 との 関係 は 明確 で な か っ た。 さ ら

に ,草 丈 ×葉 色 をみ た と こ ろ,2300以 下 で は倒

伏 程 度 25以 下 とな り通 常穂 肥 が 可 能 ,2400～

2700で は倒 伏 程 度 26以 上 の 区 が 出現 す るの

で減 肥 ,2800を 超 え る と倒 伏 程 度 26以 上 が 大

半 を 占 め る の で倒 伏 軽 減 剤 の 使 用 を検 討 す る

こ とが 必 要 で あ る (図 5)。

(3)穂 肥 無 施 用 に よ る稗 長 短 縮 効 果

穂 肥 を行 つ た 場 合 と比 較 して 行 わ な い場 合

は 4cn程 度 の 稗 長 短 縮 効 果 が認 め られ た。
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葉 齢

H5葉期における倒伏の推定
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115薬期 (7月 20日 頃)の草丈 (cm)

図6 穂肥無施用 に よる稗長短縮効果 (2004年 )

草 丈 72cn以 上 の場 合 に穂 肥 を行 わ な い こ と

で 倒 伏 程 度 を 1ラ ン ク軽 減 す る こ とが 期 待 で

き る と思 われ る (図 6)。

4 まとめ

1)穂 肥 適 期 :出 穂 前 18～ 15日

2)倒 伏 診 断 法

図 5
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